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こうほうこうほう

町長選挙・議会議員補欠選挙結果選挙

「農地・水・環境」を将来に引き継ごう農政

除排雪にご協力を生活

１月６日から布類の分別回収が始まります環境

１月２３日・２４日に開催「十勝岳火山防災フォーラム」防災

第４５回総合文化祭に多くの方が来場学習

題名『自衛隊冬季遭難救援隊編成式』　～　広報担当者
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向
山
富
夫
氏
が
町
長
に
当
選

町長選挙町長選挙
前回
投票率％

投票率
％

期日前投票
者数（人）

投票者数
（人）

選挙当日有
権者数（人）

投票区及び投票所名

７８.４３８３.８５７４７１,５３７２,７２４上富良野小学校１

７９.１７８０.４１４９９１,１３５２,０３２社会教育総合センター２

７４.２６７９.６４２９９９６８１,５９１上富良野町公民館３

７１.０５７６.１４２４３６９５１,２３２上富良野西小学校４

８５.２８９２.２５５２１３９５９９３公民館富原分館５

８２.７６８５.１４６３４０７５５２公民館東中分館６

７６.０７８４.８０６０１９１２９６公民館草分分館７

８４.４０９０.１５３１８８１３２公民館江花分館８

７９.２０７８.０５２８６８１２３公民館江幌分館９

８２.４０８０.５１２０７５１１８公民館里仁分館１０

７８.２１８２.４１２,５１１５,５５９９,７９３計

上富良野町長選挙の結果

無所属６０歳 向 山  
むかいやま

 富 夫 
とみお

４,２４８票当選

無所属４０歳 金 子   益 三 
かねこ ますぞう

３,７２９票

　

月　

日（
日
）、
任
期
満
了（
平
成　

年　

月　

日
）に
よ
る
上
富
良
野
町
長
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
、

１１

３０

２０

１２

２６

即
日
開
票
の
結
果
、
向
山
富
夫
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

町
長
選
挙
に
は
、
新
人
の
金
子
益
三
氏
と
向
山
富
夫
氏
の
２
名
が　

月　

日
の
告
示
日
に
立
候
補
し
、

１１

２５

　

年
ぶ
り
に
新
人
同
士
の
選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
。

１６

　

町
議
会
議
員
２
名
の
欠
員
を
補
充
す
る
上

富
良
野
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、　

月　
１１

２５

日
の
告
示
日
に
一
色
美
秀
氏
と
岡
本
康
裕
氏

の
２
名
以
外
に
届
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
無

投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。

上上
富富
良良
野野
町町
長長
選選
挙挙
・・
上上
富富
良良
野野
町町
議議
会会
議議
員員
補補
欠欠
選選
挙挙
結結
果果

１２月１日　当選証書を受け取る向山富夫氏

問
合
せ　

上
富
良
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
�
�
６
４
０
０

　
　
　
　
�
�
５
３
６
２

※前回投票率は、前回１３投票所だったため、３投票所については記載して
　いません。

 岡本   康裕  氏
おかもと やすひろ

４３歳
自由民主党

 一色   美秀  氏
いっしき よしひで

６３歳
無所属

新
町
長
の
初
登
庁
は

　

月　

日（
月
）で
す

１２

２９



個人住民税額の目安

夫婦とも６５歳以上の２
人世帯で、年金収入の
みの場合

�年金収入
　本人２００万円
　配偶者７９万２千円
　　�住民税額０円

�年金収入
　本人２２５万円
　配偶者７９万２千円
　　�住民税額
　　　本人 １５,６００円
　　　配偶者　０円

�年金収入
　本人３００万円
　配偶者７９万２千円
　　�住民税額
　　　本人 ７９,８００円
　　　配偶者　０円

�  広報かみふらの ２００８.１２

公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税（
町
民
税
・
道
民
税
）の

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）が
来
年

月
か
ら
始
ま
り
ま
す

１０

　

前
年
中
に
公
的
年
金
等
の
支
払
い

を
受
け
た
方
の
う
ち
、
４
月
１
日
現

在　

歳
以
上
で
、
個
人
住
民
税
が
課

６５
税
さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
特
別
徴
収

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

�
公
的
年
金
等
の
給
付
額
の
年
額
が

　
　

万
円
未
満
の
場
合

１８

�
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
公

　

的
年
金
等
の
給
付
額
の
年
額
を
超

対
象
に
な
る
方

対
象
に
な
る
方

対
象
に
な
る
年
金

対
象
に
な
る
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、

退
職
共
済
年
金
な
ど
で
す
。

対
象
に
な
る
住
民
税

対
象
に
な
る
住
民
税

　

公
的
年
金
等
の
所
得
に
対
す
る
個

人
住
民
税
で
す
。

　

な
お
、
公
的
年
金
等
の
所
得
以
外

の
給
与
所
得
、
営
業
所
得
や
不
動
産

所
得
な
ど
に
か
か
る
個
人
住
民
税

は
、
今
ま
で
ど
お
り
で
納
付
方
法
に

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

実
施
時
期

実
施
時
期

　

特
別
徴
収
は
、
平
成　

年　

月
に

２１

１０

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
等
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
。

納
付
方
法

納
付
方
法

平
成　

年
６
月
・
８
月

２１

　

個
人
住
民
税
額
の
４
分
の
１
の
額

ず
つ
を
普
通
徴
収（
納
付
書
や
口
座

振
替
な
ど
）で
納
め
ま
す
。

平
成　

年　

月
・　

月
、
平
成　

年

２１

１０

１２

２２

２
月

　

個
人
住
民
税
額
の
６
分
の
１
の
額

ず
つ
が
年
金
支
給
月
に
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）さ
れ
ま
す
。

　

年
６
回
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
等

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
徴
収
さ
れ
ま
す
。（
表

２
参
照
）

※
平
成　

年
度
以
降
、
新
た
に
特
別

２２

　

徴
収
に
な
る
方
は
、
そ
の
年
度
は

　

表
１
の
納
付
方
法
に
な
り
ま
す
。

平
成　

年
度（
表
１
参
照
）

２１

平
成　

年
度
以
降（
表
２
参
照
）

２２

例　個人住民税額が２４,０００円の方の場合

問
合
せ　

町
民
生
活
課
税
務
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
９

例　平成２１年度の個人住民税額が２４,０００円
　　平成２２年度が２７,０００円の場合

　

公
的
年
金
等
か
ら
個
人
住
民
税
が

差
し
引
か
れ
る
特
別
徴
収
制
度
が
平

成　

年　

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

２１

１０

　

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）が
行
わ

れ
る
と
、
社
会
保
険
庁
な
ど
の
年
金

支
払
者
が
公
的
年
金
等
か
ら
個
人
住

民
税
を
差
し
引
い
て
、
本
人
に
代
わ

り
町
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

え
る
場
合

平
成　

年
度
の
対
象
者

２１

　

平
成　

年
中
に
公
的
年
金
等
の
支

２０

払
い
を
受
け
た
方
で
、
平
成　

年
４

２１

月
１
日
現
在　

歳
以
上
の
方
で
す
。

６５

特別徴収
［年金から天引き］

普通徴収
［納付書などで納付］

平成２２年
２月

平成２１年
１２月

平成２１年
１０月

平成２１年
８月

平成２１年
６月

個人住民税額の６分の１ずつ個人住民税額の
４分の１ずつ

税額 ※算定 ２４,０００円÷６※算定 ２４,０００円÷４

４,０００円４,０００円４,０００円６,０００円６,０００円

表１

特別徴収［年金から天引き］
本徴収仮徴収

２月１２月１０月８月６月４月

その年の個人住民税額から
仮徴収した額を差し引いた
額の３分の１ずつ

前年の１０月から翌年３月に
特別徴収した額の３分の１
ずつ

税額
※算定 （２７,０００円－１２,０００円）÷３※算定 １２,０００円÷３

５,０００円５,０００円５,０００円４,０００円４,０００円４,０００円

表２
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みんなで考えるこれからのまちづくり

自治基本条例自治基本条例 ６６

地域説明会【１１月１３日 草分防災センター】

　

自
治
基
本
条
例
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
基
本
的
な
考
え
方
や
制
度
、
町
民
・
議
会
・

町
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
な
ど
を
定
め
る
大
切
な

条
例
に
な
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

条
例
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
ま
で

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
や
出
前
講
座
等
を
開
催

し
、
更
に
地
域
説
明
会
を　

月
５
日
か
ら
６

１１

会
場
で
開
催（
参
加
者　

名
）す
る
な
ど
、
延

９２

べ
約　

名
の
方
々
に
説
明
を
行
い
、
ご
意
見

４９０

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
説
明
会
で
は
、
議
会
で
協
議
さ
れ
た

議
会
に
関
す
る
条
項
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら

直
接
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
条
例
の
内
容
な
ど
は
、
定
例
議
会

の
審
議
を
踏
ま
え
、
広
報
誌
等
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

�
第　

条
に
議
会
の
監
視
機
関
の
役
割
が
書

10

　

か
れ
て
い
る
の
で
、
行
政
の
仕
事
に
つ
い

　

て
し
っ
か
り
監
視
し
て
ほ
し
い
。

�
説
明
資
料
を
全
世
帯
に
配
布
し
Ｐ
Ｒ
す
る

　

な
ど
、
町
民
に
周
知
す
る
工
夫
が
必
要
。

�
自
主
防
災
組
織
が
取
り
組
め
る
よ
う
行
政

　

か
ら
細
か
な
情
報（
行
政
の
対
応
や
援
護

　

者
名
簿
な
ど
）を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

�
条
例
の
作
り
方
と
し
て
、
分
野
別
の
課
題

　

を
議
論
し
、
将
来
像
を
ま
と
め
て
い
く
こ

　

と
が
良
い
と
思
う
。

�
住
民
会
等
の
役
割
と
し
て
、
福
祉
に
携
わ

　

る
方
々
の
横
の
つ
な
が
り
が
必
要
。

�
各
地
域
に
出
向
い
て
説
明
し
て
は
ど
う
か
。

�
条
例
の
内
容
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
多
く

　

抽
象
的
な
の
で
、
具
体
的
に
何
が
変
わ
っ

　

て
い
く
の
か
を
今
後
説
明
し
て
ほ
し
い
。

�
役
場
や
議
会
か
ら
情
報
提
供
な
ど
を
ま
ず

　

は
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
何
も
無
い

　

中
で
は
町
民
は
参
画
で
き
な
い
し
、
お
互

　

い
に
レ
ベ
ル
も
上
が
ら
な
い
と
思
う
。

�
現
在
の
防
災
訓
練
は
形
づ
く
り
に
な
っ
て

　

お
り
、
実
際
の
災
害
を
想
定
し
た
も
の
に

　

考
え
て
ほ
し
い
。

�
町
民
の
参
加
を
増
や
し
て
い
く
に
は
、
職

　

員
が
足
を
使
っ
て
意
見
を
聞
く
な
ど
住
民

　

の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

�
説
明
資
料
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
に
も
分

　

か
る
よ
う
難
し
い
言
葉（ 
遵
守 
な
ど
）を
使

じ
ゅ
ん
し
ゅ

　

わ
ず
、
簡
素
な
も
の
を
考
え
て
ほ
し
い
。

１７０名必要Ａ
１０名必要ないＢ
２９名わからないＣ

１８２名良くなってほしいＡ
１３名変わらないＢ
１６名わからないＣ

自自治治基基本本条条例例説説明明会会等等ののアアンンケケーートト結結果果［［５５月月２２８８日日～～１１１１月月１１４４日日］］

７１名概ね理解Ａ
１０９名なんとなく理解Ｂ
３０名不十分Ｃ

町
で
は
、
町
民
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
議
会
の
協
議
事
項
を
も
と
に
、

条
例
内
容
を
検
討
し
、
自
治
基
本
条
例（
案
）と
し
て
、　

月　

日
か
ら
開

12

16

会
す
る
第
4
回
定
例
議
会
に
提
案
を
予
定
し
て
い
ま
す

上上
富富
良良
野野
町町
自自
治治
基基
本本
条条
例例（（
案案
））

　

月
定
例
議
会
へ
提
案

１２ 育
て
ま
し
ょ
う

み
ん
な
の
条
例

！

地
域
説
明
会
で
の
主
な
ご
意
見

地
域
説
明
会
で
の
主
な
ご
意
見

地域説明会【１１月５日 かみん】

自治基本条例の理解度 自治基本条例の必要性 自治基本条例によって「ま
ち」はよくなると思うか

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ
８１％

ＣＢ

８６％

５％

６％
１４％Ａ

Ｂ

Ｃ

５２％

１４％

３４％

８％
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富
良
野
広
域
連
合

広
域
連
合
長

　

能
登
芳
昭（
富
良
野
市
長
）

副
広
域
連
合
長

　

尾
岸
孝
雄（
上
富
良
野
町
長
）

　

四
方
昌
夫（
中
富
良
野
町
長
）

　

池
部　

彰（
南
富
良
野
町
長
）

　

小
林　

豊（
占
冠
村
長
）

事
務
管
理
者

　

石
井　

隆（
富
良
野
市
副
市
長
）

議
長　
　

西
村
昭
教（
上
富
良
野
町
）

副
議
長　

岡
本　

俊（
富
良
野
市
）

総
務
産
業
委
員
会 
（
◎
委
員
長 �
副
委
員
長
）

　

佐
々
木　

優（
富
良
野
市
）

　

渡
部
洋
己
・
西
村
昭
教（
上
富
良
野
町
）

◎
安
井
士
八
・
北
條
隆
光（
中
富
良
野
町
）

�
鹿
野
重
博
・
酒
井
年
夫（
南
富
良
野
町
）

　

小
峰
義
雄（
占
冠
村
）

文
教
環
境
委
員
会 
（
◎
委
員
長 �
副
委
員
長
）

◎
菊
地
敏
紀
・
岡
本　

俊（
富
良
野
市
）

　

中
村
有
秀（
上
富
良
野
町
）

　

西
原
淳
一（
中
富
良
野
町
）

　

川
村
勝
彦（
南
富
良
野
町
）

�
長
谷
川
耿
聰
・
田
中
正
子（
占
冠
村
）

�
第
１
回
臨
時
議
会
の
内
容 �

　

委
員　
　

藤
田　

稔
・
堀
川
眞
理

　
　
　
　
　

早
坂
睦
弘
・
宮
田
雅
夫

　

補
充
員　

藤
本
利
昭
・
高
畑
公
子

　
　
　
　
　

荏
原　

哲
・
堀
田
修
司

　
（
す
べ
て
富
良
野
市
）

広
域
連
合
議
会

　

松
浦　

惺（
富
良
野
市
）

　

佐
々
木　

優（
富
良
野
市
）

問
合
せ　

富
良
野
広
域
連
合
事
務
局

　
　
　
　
�
�
２
３
１
１

　
　
　
　

総
務
課　
�
�
６
９
８
０　
　
　

監
査
委
員

教
育
委
員
会
委
員

５
市
町
村
か
ら
３
名
ず
つ
選
出　

計　

名
１５

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

議
会
提
出
議
案　

４
件

　

議
会
会
議
規
則

　

議
会
委
員
会
条
例

　

議
会
事
務
局
設
置
条
例

　

広
域
連
合
長
の
専
決
事
項
の
指
定

広
域
連
合
長
提
出
専
決
処
分
の
報
告　
　

件
１６

　

公
告
式
条
例

　

休
日
を
定
め
る
条
例

　

一
般
会
計
暫
定
予
算

　

各
関
連
組
合
へ
の
加
入
な
ど

広
域
連
合
長
提
出
議
案　

９
件

　

一
般
会
計
予
算

　

議
会
定
例
会
条
例
な
ど

　
　

月　

日
、
５
市
町
村
議
会
か
ら
選
出
さ

１０

２２

れ
た
広
域
連
合
議
会
議
員
が
出
席
し
、
富
良

野
広
域
連
合
議
会
第
１
回
臨
時
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
広
域
連
合
長
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
専
決
処
分
報
告　

件
と
議
案
９
件
、
人
事

１６

案
件
８
件
を
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
可
決
し
た
ほ

か
、
議
会
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
議
案
４
件
も

可
決
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

議
会
構
成
、
選
出
さ
れ
た
委
員
、
議
決（
承

認
）の
内
容
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

富
良
野
広
域
連
合
は
、
９
月
１
日
に
設
立

し
、
同
日
広
域
連
合
長
選
挙
を
実
施
し
た
結

果
、
次
の
と
お
り
正
・
副
連
合
長
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
は
事
務
管
理
者
が
選

１０

２２

任
さ
れ
、
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長　

中
野　

守（
中
富
良
野
町
）

　

職
務
代
理
者　

藤
本
重
克（
占
冠
村
）

　

教
育
長　

宇
佐
見
正
光（
富
良
野
市
）

議
決（
承
認
）さ
れ
た
議
案

　

委
員　
　

北
川
雅
一（
上
富
良
野
町
）

　
　
　
　
　

森　

敏
範（
南
富
良
野
町
）　

　

※
役
職
は　

月
５
日
に
決
定

１１

９
月
１
日  
執
行
体
制
決
定

　

月　

日  
第
１
回
臨
時
議
会
開
催

１０

２２
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の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
農

　

の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
農

林
水
産
省
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
共

林
水
産
省
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
共

同
活
動
と
営
農
活
動
を
支
援
す
る
「
農
地
・

同
活
動
と
営
農
活
動
を
支
援
す
る
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
を

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
を
平
成
平
成　

年年
１９１９

度
か
ら

度
か
ら
平
成
平
成　

年
ま
で
の

年
ま
で
の
５
年
間
を
予
定

５
年
間
を
予
定

２３２３

と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
上
富
良
野
町
に

と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
上
富
良
野
町
に

お
い
て
も
、
４
つ
の
保
全
組
合
が
組
織
さ

お
い
て
も
、
４
つ
の
保
全
組
合
が
組
織
さ

れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
保
全
活
動
を
実
施
し

れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
保
全
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

こ
、
農
村
地
域
で
は
高
齢
化
、
過
疎
化
、
後

　

、
農
村
地
域
で
は
高
齢
化
、
過
疎
化
、
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
農
地
・
農
業
用
水
路
等

継
者
不
足
に
よ
り
、
農
地
・
農
業
用
水
路
等

の
維
持
管
理
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
ま

の
維
持
管
理
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
ま

た
農
業
だ
け
で
な
く
、
観
光
や
経
済
を
支

た
農
業
だ
け
で
な
く
、
観
光
や
経
済
を
支

え
る
重
要
な
資
源
に
な
っ
て
い
る

え
る
重
要
な
資
源
に
な
っ
て
い
る
農
村
の

農
村
の

美
し
い
自
然
環
境
・
景
観
を
保
全
す
る
こ

美
し
い
自
然
環
境
・
景
観
を
保
全
す
る
こ

と
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
働
力
不
足
に
よ
る
農
業
者
へ
の
負
担
増

　

働
力
不
足
に
よ
る
農
業
者
へ
の
負
担
増

大
に
よ
り
、
地
域
の
「
ま
と
ま
り
」
が
弱

大
に
よ
り
、
地
域
の
「
ま
と
ま
り
」
が
弱

く
な
り
、
以
前
は
地
域
ぐ
る
み
で
行
っ
て

く
な
り
、
以
前
は
地
域
ぐ
る
み
で
行
っ
て

い
た
水
路
の
草
刈
り
や
周
辺
の
美
化
・
植

い
た
水
路
の
草
刈
り
や
周
辺
の
美
化
・
植

栽
活
動
な
ど
が
沈
滞
化
し
、
農
村
環
境
悪

栽
活
動
な
ど
が
沈
滞
化
し
、
農
村
環
境
悪

化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま

化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
相
次
ぐ
輸
入
農
産
物
の
農
薬

す
。
ま
た
、
相
次
ぐ
輸
入
農
産
物
の
農
薬

問
題
な
ど
、
食
の
安
全
や
環
境
に
対
す
る

問
題
な
ど
、
食
の
安
全
や
環
境
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
安
全
で
安
心

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
安
全
で
安
心

な
国
産
農
産
物
に
消
費
者
は
期
待
を
高
め

な
国
産
農
産
物
に
消
費
者
は
期
待
を
高
め

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

労

代
表

瀬
川
英
幸
さ
ん

代
表　

瀬
川
英
幸
さ
ん

「「
島
津
と
江
花
の
合
同
に
よ
る
保
全
組
合

島
津
と
江
花
の
合
同
に
よ
る
保
全
組
合

で
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
フ
ラ

で
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
整
備
、
草
刈
に
よ
る
遊
休
農
地

ワ
ー
ロ
ー
ド
整
備
、
草
刈
に
よ
る
遊
休
農
地

の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

代
表

佐
藤

一
さ
ん

代
表　

佐
藤　

一
さ
ん

代
表
代
表　

山
崎
康
司
さ
ん

山
崎
康
司
さ
ん「「

草
分
環
境
保
全
組
合

草
分
環
境
保
全
組
合

はは
、
３
つ
の
用
水
管
理

、
３
つ
の
用
水
管
理

組
合
を
中
心
に
組
織
さ

組
合
を
中
心
に
組
織
さ

れ
、
用
水
の
土
砂
上
げ

れ
、
用
水
の
土
砂
上
げ

や
草
刈
り
な
ど
の
保
全

や
草
刈
り
な
ど
の
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
ま

活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
す
。

「
こ
の
事
業
実
施
に
よ

「
こ
の
事
業
実
施
に
よ

り
、
地
域
で
集
ま
り
協

り
、
地
域
で
集
ま
り
協

議
す
る
こ
と
が
増
え
ま

議
す
る
こ
と
が
増
え
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
以

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
以

前
よ
り
も
交
流
が
深
ま

前
よ
り
も
交
流
が
深
ま

り
、
ふ
と
し
た
農
業
施

り
、
ふ
と
し
た
農
業
施

設
の
破
損
や
捨
て
ら
れ

設
の
破
損
や
捨
て
ら
れ

て
い
る
ご
み
に
目
が
行
く
よ
う
に
な
り
、
地

て
い
る
ご
み
に
目
が
行
く
よ
う
に
な
り
、
地

域
で
農
地
、
農
業
を
守
る
と
い
う
意
識
が
高

域
で
農
地
、
農
業
を
守
る
と
い
う
意
識
が
高

「
事
業
実
施
前
よ
り
も

「
事
業
実
施
前
よ
り
も

子
ど
も
会
、
婦
人
会
、

子
ど
も
会
、
婦
人
会
、

老
人
会
な
ど
地
区
内
で

老
人
会
な
ど
地
区
内
で

の
つ
な
が
り
が
深
ま

の
つ
な
が
り
が
深
ま

り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
地

る
と
思
い
ま
す
が
、
地

域
ぐ
る
み
に
よ
る
活
発

域
ぐ
る
み
に
よ
る
活
発

も
活
動
に
対
す
る
地
域

も
活
動
に
対
す
る
地
域

全
体
の
意
識
を
更
に
高

全
体
の
意
識
を
更
に
高

め
、
よ
り
よ
い
農
地
環

め
、
よ
り
よ
い
農
地
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
慣
れ
な

で
い
き
ま
す
。
慣
れ
な

い
事
務
関
係
が
一
番
大

い
事
務
関
係
が
一
番
大

変
で
す
！
」

変
で
す
！
」

ととととととととととととととととととととととととととととと
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
ののののののののののののののののののののののののののののの
未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来

と
ん
ぼ
の
未
来
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北
ののののののののののののののののののののののののののののの
里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

北
の
里
づ
く
り

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

な
活
動
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

な
活
動
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

代
表

岩
田

浩
さ
ん

代
表　

岩
田　

浩
さ
ん

島津看板島津看板

草分看板草分看板

ごみ拾いごみ拾い

植栽植栽

富原土砂あげ富原土砂あげ

ごみ拾いごみ拾い

町
で
は
、
島
津
地
域
環
境
保
全
組
合
、
草

　

町
で
は
、
島
津
地
域
環
境
保
全
組
合
、
草

分
周
辺
地
域
環
境
保
全
組
合
、
東
中
地
域
環

分
周
辺
地
域
環
境
保
全
組
合
、
東
中
地
域
環

境
保
全
組
合
、
富
原
地
域
環
境
保
全
組
合
の

境
保
全
組
合
、
富
原
地
域
環
境
保
全
組
合
の

４
つ
の
環
境
保
全
組
合
が
活
動
し
、
昨
年
度

４
つ
の
環
境
保
全
組
合
が
活
動
し
、
昨
年
度

か
ら
、
ご
み
拾
い
や
植
栽
な
ど
を
行
っ
て
い

か
ら
、
ご
み
拾
い
や
植
栽
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

各
環
境
保
全
組
合
の
代
表
の
方
か
ら
、
お

　

各
環
境
保
全
組
合
の
代
表
の
方
か
ら
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

話
を
伺
い
ま
し
た
。

活
動
が
草
分
、
日
の

　

活
動
が
草
分
、
日
の

出
、
日
新
、
江
幌
、
静

出
、
日
新
、
江
幌
、
静

修
、
旭
野
と
非
常
に
広

修
、
旭
野
と
非
常
に
広

範
囲
に
な
っ
て
い
る
た

範
囲
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
組
織
を
ま
と
め
て

め
、
組
織
を
ま
と
め
て

い
く
こ
と
は
大
変
で
す

い
く
こ
と
は
大
変
で
す

が
、
今
ま
で
以
上
に
地

が
、
今
ま
で
以
上
に
地

ま
り
ま
し
た
。
地
域
の

ま
り
ま
し
た
。
地
域
の

力
の
す
ご
さ
を
改
め
て

力
の
す
ご
さ
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
今
後

実
感
し
ま
し
た
。
今
後

も
地
域
全
体
で
協
力
し

も
地
域
全
体
で
協
力
し

な
が
ら
、
事
業
を
実
施

な
が
ら
、
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。」

し
て
い
き
ま
す
。」

か
ら
農
家
戸
数
は
減

か
ら
農
家
戸
数
は
減

少
し
て
い
く
こ
と
が

少
し
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、

考
え
ら
れ
る
た
め
、

地
域
み
ん
な
で
つ
な

地
域
み
ん
な
で
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
、

が
り
を
大
切
に
し
て
、

農
業
を
大
切
に
守
っ

農
業
を
大
切
に
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
。」

て
い
き
た
い
で
す
。」

域
を
越
え
た
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。
事
業

域
を
越
え
た
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。
事
業

を
通
じ
て
地
域
を
守
り
、
農
業
を
守
っ
て
い

を
通
じ
て
地
域
を
守
り
、
農
業
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

各
環
境
保
全
組
合
の
活
動

問
合
せ

問
合
せ

産
業
振
興
課
農
地
対
策
班

　

産
業
振
興
課
農
地
対
策
班

　
　
　
　
��
��
6
9
8
4

6
9
8
4

☆
草
分
周
辺
地
域
環
境
保
全
組
合

☆
草
分
周
辺
地
域
環
境
保
全
組
合

（

　
　
（
草
分
草
分
・・
江
幌
江
幌
・・
静
修
静
修
・・
日
の
出

日
の
出
・・
日
新
日
新
・・
旭
野
旭
野
））

☆
東
中
地
域
環
境
保
全
組
合

☆
東
中
地
域
環
境
保
全
組
合（（
東
中
東
中
））

☆
富
原
地
域
環
境
保
全
組
合

☆
富
原
地
域
環
境
保
全
組
合（
富
原
）

（
富
原
）

「
と
ん
ぼ
の
未
来
」
に
は
、
い
つ

ま
で
も
と
ん
ぼ
の
命
の
営
み
が
続

く
北
海
道
で
あ
る
よ
う
に
、「
北

の
里
づ
く
り
」
に
は
、
北
海
道
の

美
し
い
農
村
の
原
風
景
を
み
ん
な

の
力
で
つ
く
り
守
り
育
て
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
が
託
さ
れ
て
い

ま
す
。

☆
島
津
地
域
環
境
保
全
組
合

☆
島
津
地
域
環
境
保
全
組
合（（
島
津
島
津
・・
江
花
江
花
））

※
「
と
ん
ぼ
の
未
来
・
北
の
里
づ
く
り
」

　

は
、
北
海
道
に
お
け
る
農
地
・
水
・
環

　

境
保
全
向
上
対
策
の
愛
称
で
す
。

花壇花壇
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問合せ
町道 … 建設水道課建設班 ��６９８１
道道 … 旭川土木現業所富良野出張所 ��２１６８
国道 … 旭川開発建設部富良野道路事務所 ��３１７１

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
駐
車
は
、除
排
雪
作
業
に
支
障
を
き

た
す
ば
か
り
で
な
く
、救
急
車
や
消
防
車
な

ど
の
緊
急
車
両
も
通
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、吹
雪
や
夜
間
は
事
故
の
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
の
で
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

車
道
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

宅
地
内
の
雪
を
車
道
に
押
し
出
す
と
、
道

路
が
狭
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
道
路
が
で

こ
ぼ
こ
に
な
り
、
走
行
中
の
車
の
ハ
ン
ド
ル

が
取
ら
れ
る
な
ど
、
危
険
な
状
態
に
な
り
ま

す
。

　

雪
を
捨
て
る
場
合
は
、
町
の
指
定
し
た
雪

捨
て
場
へ
運
ん
で
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

玄
関
前
や
車
庫
前
の
除
雪
は
ご
家
庭
で

お
願
い
し
ま
す

　

除
雪
車
で
除
雪
し
た
あ
と
は
、
玄
関
前
や

車
庫
前
に
車
道
の
雪
の
一
部
が
堆
雪
さ
れ
、

出
入
り
口
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
と
除
雪
車
に
よ
り
、
道
路

の
交
通
網
を
確
保
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
除

雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

雪
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
行
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

除
排
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
　

作
業
中
の
除
排
雪
車
は
、
大
変
危
険
で

す
。
作
業
は
安
全
第
一
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
近
づ
か
れ
る
と
死
角
に
な
る
部
分
も
あ

り
ま
す
の
で
、
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
近
く
で
遊
ん
で
い
た

ら
、
大
変
危
険
で
す
の
で
、
注
意
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
が
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す

　

除
排
雪
作
業
後
す
ぐ
の
道
路
は
、
大
変
滑

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
通
行
に
十
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

＜お願い＞
�雪と一緒にごみを捨てないでください。
�次の利用者のため、雪捨て場の奥のほうから捨て
　てください。

除排雪作業にご協力をお願いします除排雪作業にご協力をお願いします
今年も雪の季節になりました。今年も雪の季節になりました。
冬期間の交通対策として、除排雪を行います。冬期間の交通対策として、除排雪を行います。
除排雪を効率的に行うため、皆さんのご理解除排雪を効率的に行うため、皆さんのご理解
とご協力をお願いします。とご協力をお願いします。

オート
キャンプ場

日の出
スキー場

上小
神社 上中

役場

上高

陸上自衛隊
上富良野駐屯地

社教
ｾﾝﾀｰ

雪
捨
て
場

東
4
線

東
3
線

道
々
吹
上
上
富
良
野
線

道々上富良野旭中富良野線

道
々
上
富
良
野
停
車
場
線

雪捨て場はここです
�

�

�����

�
ど
れ
く
ら
い
雪
が
降
る
と
出
動
す
る

　

の
で
す
か
？

　

お
お
む
ね　
�
を
め
ど
に
し
て
い
ま

１２

　

す
が
、
天
気
の
状
況
を
見
な
が
ら
判

　

断
し
、
出
動
し
て
い
ま
す
。

�
除
雪
が
遅
い
日
も
あ
る
の
で
、
も
っ

　

と
早
く
来
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？

　

通
学
路
や
バ
ス
路
線
な
ど
、
道
路
の

　

交
通
網
確
保
の
た
め
、
早
い
時
間
か

　

ら
作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、
積
雪
状

　

況
な
ど
に
よ
り
時
間
が
か
か
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

��雪捨て場所位置図 ��
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日土金木水火月

一般利用

一般利用（10：00～10：20　流水タイム） ９：００～１０：３０

スリムエクサ
（６0分）

燃焼ウォーク
（40分）
★★★★

スリムエクサ
（６0分）

脚力のすすめ
（40分）
★★★★

スリムエクサ
（６0分）

かんたんアクア
（４０分）
★★★

１０：３０～

一 般 利 用 １２：００～１４：００

一般利用
パワー筋トレ
（40分）
★★★

ルンルンステップ
（４０分）
★★

燃焼ウォーク
（40分）
★★★★

アクアビクス
（4５分）
★★★★★

脚力のすすめ
（40分）
★★★★

１４：００～

一般利用（15：00～15：20　流水タイム） １５：００～１９：００

一般利用

スリムエクサ
（６0分）

よくばりアクア
（６0分）
★★★★★

スリムエクサ
（６0分）

パワー筋トレ
（40分）
★★★★

メンズエクサ
（40分）
★★★★★

スリムエクサ
（６0分）１９：００～

一般利用（20：00～20：20　流水タイム） ～２０：３０

��１月６日～３月３１日 ��プール教室スケジュール

備　考会　場料　金対　象日　程種 類

バスで送迎
�かみん前
　７時１０分出発予定

旭川がん検診センター
６９歳以下 ３,７００円
７０歳以上 １,８５０円

子宮がん ２０歳以上
乳がん　 ４０歳以上２月９日（月）

子宮がん
乳がん
同時検診

バリウム検査

保健福祉総合センター
かみん

６９歳以下 １,５００円
７０歳以上   ７５０円

３０歳以上２月１０日（火）
６：３０～７：００
７：３０～８：００
８：３０～９：００

胃がん
検診

便潜血反応検査
６９歳以下 １,０００円
７０歳以上   ５００円

 ４０歳以上
大腸がん
検診

がん検診

かみん

★の数は運動の強度を示しています。
スリムエクサは、参加者が限定されます。（若干名の一般参加可）

�今年度は、３月に子宮がん・乳がん同時検診は実施しません。３月に受診を予定されている方は、２月の同時検
　診を受診ください。
�７０歳以上は、昭和１４年４月１日以前生まれの方です。

申込み・問合せ　保健福祉課健康推進班　��６９８７
申込期限　　　　平成２１年１月３０日（金）

����  教室についてのご注意  ����

�各教室の定員は、２０名です。
�各教室の受付は、教室開始１０分前から５分前までプー
　ル受付で行います。
�優先予約がお勧めです。（予約定員１０名）
　�開催日の３日前から前日まで受け付けます。
　�電話予約や本人以外の予約はできませんので、指導
　　員又はプールスタッフまでお申込みください。
�初めてプールに入られる方は、個別対応します。

スリムエクサに参加の皆さん［１１月２５日］
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第　

回
札
幌
上
富
良
野
会
の
総
会
が

２１

札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、　
８２

名
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。
町
か
ら
は

町
長
・
議
長
を
は
じ
め
、
か
み
ふ
ら
の

十
勝
岳
観
光
協
会
な
ど
の
関
係
機
関
か

ら
総
勢　

名
が
出
席
し
、
上
富
良
野
出

２０

身
の
会
員
と
上
富
良
野
に
つ
い
て
語
り

合
い
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
に
寄
せ
る
思
い
を

寄
附
と
い
う
形
に
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
上
富
良
野

産
の
農
畜
産
物
を
使
用
し
た
料
理
が
出

さ
れ
、
農
畜
産
物
の
即
売
会
は
完
売
に

な
る
な
ど
大
好
評
で
し
た
。　

１０／３１

ふ
る
さ
と
を
語
り
合
う

札
幌
上
富
良
野
会

　

北
海
道
火
山
防
災
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０

８
十
勝
岳
地
方
実
行
委
員
会
主
催
の
十

勝
岳
山
麓
地
域
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
の
減
災
対
策
や
減
災
ま
ち
づ
く
り

を
振
り
返
り
、
今
後
の
減
災
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ　

名
が
訪
れ
ま
し
た
。「
災
害

140

教
訓
」
と
題
し
、
講
師
３
名
に
よ
る
大

正
泥
流
の
講
演
、
防
災
や
減
災
に
つ
い

て
７
人
の
住
民
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
２
部
構
成
で
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月　

日
・　

２３

２４

日
に
は
、
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
対
策
や

備
え
が
重
要
で
す
。

11／15

十
勝
岳
山
麓
地
域
住
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
i
n
上
富
良
野

　

上
富
良
野
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会

主
催
の
、
第
６
回
地
産
地
消
拡
大
試
食

会
が
J
A
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所
３
階

で
行
わ
れ
、
関
係
団
体
や
公
募
し
た
一

般
参
加
者
な
ど
、　

名
が
参
加
し
ま
し

１１５

た
。
上
富
良
野
産
豚
肉
販
売
推
進
協
議

会
や
商
工
会
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
協

力
に
よ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
は
上
富
良
野
産

の
豚
肉
や
米
な
ど
の
農
畜
産
物
を
使
用

し
た
「
か
み
ふ
丼（
豚
丼
）」
「
ポ
ー
ク

カ
レ
ー
」
「
豚
汁
」
「
豚
耳
の
か
ら
揚

げ（
カ
ミ
ン
ガ
ー
）」
「
人
参
ゼ
リ
ー
」

と
道
産
米
新
品
種
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

の
計
６
品
。
参
加
者
は
、
こ
れ
ら
の
料

理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
地
産

地
消
が
広
が
り
ま
す
よ
う
に
。

11／15

地
域
の
特
産
品
を
堪
能

地
産
地
消
拡
大
試
食
会

11／25

地
域
住
民
の
学
び
の
場

上
高
で
学
校
開
放
講
座

　
　

月
下
旬
か
ら
、
上
富
良
野
高
校
の

１０
学
校
開
放
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
の
開
催
講
座
は「
茶
道
教
室
」

「
書
道
教
室
」
の
２
講
座
で
、
一
般
の

方
を
対
象
に
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
茶
道
教
室
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
９
回
開
催
さ
れ
る
う
ち
の

３
回
目
。
一
般
の
参
加
者
５
名
と
上
高

茶
道
部
の
３
名
が
参
加
し
、
茶
道
の
マ

ナ
ー
や
お
茶
の
い
れ
方
、
い
た
だ
き
方

な
ど
を
講
師
か
ら
丁
寧
に
教
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
真
剣
な
面
持
ち
で
茶
道
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て

多
く
の
方
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
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n
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ご
利
用
く
だ
さ
い

『
平
成　

年
町
民
新
年
交
礼
会
』
を

２１

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

１
月
５
日（
月
）　　

時
１１

場
所　

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
２
階

会
費　
　

円
５００

申
込
期
限　
　

月　

日（
金
）

１２

１９

申
込
み
・
問
合
せ

　

総
務
課
総
務
班　
�
�
６
４
０
０

※
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
会
費
を

　

添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

町
民
新
年
交
礼
会

総
務
課 
総
務
班
　
　
�
�
6
4
0
0

頼
り
に
な
る
制
度
で
す

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

公
的
年
金
は
、
安
定
的
な
所
得
保

障
と
し
て
、
老
後
の
生
活
を
実
質
的

に
支
え
て
い
く
こ
と
を
そ
の
役
割
と

し
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
〜
自
営
業
・
農
業
・

　

漁
業
・
学
生
等
や
そ
の
配
偶
者

�
加
入
手
続
き　

町
民
生
活
課
総
合

　

窓
口
班

�
保
険
料　

納
付
書
ま
た
は
口
座
振

　

替
に
よ
り
納
付
く
だ
さ
い
。

第
2
号
被
保
険
者
〜
厚
生
年
金
や
共

　

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方（
会

　

社
員
・
公
務
員
等
）

�
加
入
手
続
き　

勤
務
先

�
保
険
料　

勤
務
先
で
納
め
る
保
険

　

料
か
ら
国
民
年
金
制
度
に
拠
出
金

　

と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
〜
第
2
号
被
保
険

　

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

�
加
入
手
続
き　

配
偶
者
の
勤
務
先

�
保
険
料　

配
偶
者
の
加
入
す
る
年

　

金
制
度
か
ら
国
民
年
金
制
度
に
拠

　

出
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る
た
め
、

　

納
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
任
意
加
入

　

年
金
受
給
資
格
期
間
が
足
り
な
い

方
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い

方
が
申
出
に
よ
り
加
入
で
き
ま
す
。

�
加
入
手
続
き　

町
民
生
活
課
総
合

　

窓
口
班（
加
入
条
件
が
あ
り
ま
す
）

※
付
加
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
及
び
任
意
加
入

被
保
険
者
の
方
で
、
受
け
取
る
年
金

を
増
や
し
た
い
方
は
、
希
望
に
よ
り

利
用
で
き
ま
す
。
月
々
の
定
額
保
険

料
に
付
加
保
険
料（
１
か
月　

円
）を

４００

プ
ラ
ス
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

　
�
0
1
6
6�
1
6
1
1

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

e
‐
T
a
x
の
利
用

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

２０

告
書
の
提
出
を
納
税
者
本
人
の
電
子

証
明
書
を
利
用
し
て
、
平
成　

年
１

２１

月
５
日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の
期
間

１６

内
に
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

       

（
国
税
電
子
申
告
・

イ

ー

タ

ッ

ク

ス

納
税
シ
ス
テ
ム
）で
行
う
場
合
、
所

得
税
額
か
ら
最
高
５
千
円（
そ
の
年

分
の
所
得
税
額
を
限
度
）の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成　

年
分
の
確
定
申

１９

告
で
、
こ
の
税
額
控
除
の
適
用
を
受

け
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

電
子
証
明
書
の
取
得
方
法

�
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班
で
住
民

　

基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）

　

を
入
手
し
ま
す
。

　
�
住
基
カ
ー
ド
手
数
料　

無
料

※
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
に
は
、
運
転

　

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公

　

署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
証
明

　

書
が
必
要
で
す
。

�
電
子
証
明
書
申
請
書
と
住
基
カ
ー

　

ド
を
提
出
し
取
得
し
ま
す
。

　
�
電
子
証
明
書
手
数
料　
　

円
５００

ご
参
加
く
だ
さ
い

国
民
年
金

そ
の
他　

住
基
カ
ー
ド
の
中
に
電
子

　

証
明
書
の
情
報
が
入
っ
て
い
る
た

　

め
、
読
み
取
り
用
の
I
C
カ
ー
ド

　

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

       

（
国
税
電
子
申
告
・
納

イ

ー

タ

ッ

ク

ス

　

税
シ
ス
テ
ム
）

問
合
せ　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

http://www.e-tax.nta.go.jp/

各公共施設（機関）の年末年始
５日
（月）

４日
（日）

３日
（土）

２日
（金）

１日
（木）

３１日
（水）

休み休み役場

休み休み教育委員会

休み休み社会教育総合センター

休み休み武道館

※※※※休み休み日の出スキー場

休み休み公民館・図書館

休み休みかみん（プール含）

休みクリーンセンター

休み休み町立病院

休み休み東・西児童館

休み休み子どもセンター

休み休み中央保育所

休み十勝岳線バス

休み休み休み上記以外の町営バス

公
共
施
設
の
年
末
年
始

総
務
課 
総
務
班
　
　
�
�
6
４
０
０

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

各
公
共
施
設（
機
関
）の
年
末
年
始

の
状
況
は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

�
町
立
病
院
は
、
年
末
年
始
の
休
診

　

期
間
中
、
救
急
の
場
合
は
当
直
医

　

が
対
応
し
ま
す
。

�
ご
み
の
収
集
は
、
ご
み
収
集
カ
レ

　

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
日
の
出
ス
キ
ー
場
は
、
２
日（
金
）

　

〜
５
日（
月
）は
、
９
時
〜　

時
の

１６

　

リ
フ
ト
運
行
に
な
り
ま
す
。

＜住民基本台帳カード＞

電子証明書は住民基本台帳カード
に保存される情報です。

� ����������

� ����������

� ����������

� ����������

� ����������

� ����������

� ����������

� ����������

� ����������

� ����������

� ����������
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住
民
意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）の
結
果

　

具
体
的
な
取
り
組
み
や
事
務
事
業

を
「
総
合
計
画
書
」
の
中
に
表
記
で

き
る
よ
う
作
業
を
進
め
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
基
本
計
画

第
５
次
総
合
計
画
基
本
計
画

　

募
集
期
間

　
　
　

月　

日
〜　

月　

日

１０

１０

１１

１０

　

意
見
提
出
件
数　

１
名
５
件

　

担
当

　
　

総
務
課
総
合
計
画
策
定
担
当

　
　
�
�
６
９
８
０

　

基
本
計
画
作
成
に
当
た
り
、
で
き

る
限
り
具
体
的
な
推
進
計
画
を
示
し

て
ほ
し
い
。

教
育
振
興
基
本
計
画

教
育
振
興
基
本
計
画

　

募
集
期
間

　
　
　

月　

日
〜　

月　

日

１０

１０

１１

１０

　

意
見
提
出
件
数　

１
名
３
件

　

担
当　

教
育
振
興
課

　
　
�
�
６
６
９
９
・
５
５
１
１

意
見
１

町
の
考
え
方

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

主
な
意
見
と
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
考
え
方

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
駐
屯
地

の
現
状
維
持
の
た
め
、
駐
屯
地
を
新

入
隊
員
の
基
礎
訓
練
地
と
し
て
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

け
、
駐
屯
地
規
模
の
現
状
維
持
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
人
口
の
維
持
に
つ
な
げ

ま
す
。

　

ご
意
見
の
あ
っ
た
方
法
も
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
国
へ
働
き
か

　

企
業
振
興
措
置
条
例
に
よ
る
成

果
と
今
後
の
産
業
・
雇
用
対
策
は
。

町
の
考
え
方

　

企
業
振
興
措
置
条
例
の
活
用
に

よ
っ
て
、
平
成　

年
度
は
、
町
内
居

１９

住
者　

名
が
雇
用
さ
れ
ま
し
た
。

１９

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
制
度
充
実
と
起

業
や
特
産
品
開
発
等
へ
の
支
援
強

http://hp.town.kam
ifurano.hokkaido.jp/

町
の
考
え
方

　

教
育
目
標
実
現
に
向
け
、
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
が
ね
ら

う
と
こ
ろ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性

や
能
力
を
伸
ば
し
、
健
全
な
心
身
を

育
て
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
町
内
各
小
・
中
学
校
で
は

部
活
動
等
で
全
道
・
全
国
大
会
に
い

く
つ
も
が
出
場
す
る
な
ど
、
当
町
の

規
模
で
は
例
の
な
い
ほ
ど
の
活
躍
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
伝
統
芸
能
や
自
然
体
験
学
習
・

他
町
と
の
交
流
学
習
な
ど
を
通
し
、

表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
そ
し
て
豊
か
な
心
と
体
づ
く

り
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
児
童
生
徒
は
も
と
よ
り
、
保
護

者
・
地
域
・
学
校
の
地
道
な
努
力
の

積
み
重
ね
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
特
色
づ
く
り
と
も
い
え
る
も
の

で
す
。

　

今
後
と
も
こ
の
取
り
組
み
を
続
け

　

当
町
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
、

平
均
的
に
み
る
と
高
い
ほ
う
で
あ
る

こ
と
を
諸
調
査
等
を
通
じ
て
確
認
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
さ
ら
な
る
向
上
を
め
ざ
す
た

め
、
各
学
校
に
学
校
評
価
の
充
実
と

学
力
向
上
な
ど
を
め
ざ
す
学
校
改
善

プ
ラ
ン
の
作
成
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
授

業
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、
生
活
・

学
習
に
興
味
関
心
を
も
た
せ
集
中
し

て
取
り
組
め
る
「
環
境
づ
く
り
」
も

大
事
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
改
善
プ
ラ

ン
を
円
滑
に
推
進
で
き
る
た
め
に

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
方
面
か
ら
の
ご
意
見

（
具
体
策
）や
要
望
事
項
な
ど
を
伺
い

な
が
ら
、
町
と
し
て
の
新
た
な
学
力

増
進
策
を
た
て
て
い
く
こ
と
も
今
後

の
対
応
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
考
え
方

『
第
５
次
上
富
良
野
町
総
合
計
画
基
本
計
画
』『
上
富
良
野
町
教
育
振
興
基
本
計
画
』

　

紙
面
の
都
合
上
、
寄
せ
ら
れ
た
意

見
す
べ
て
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

化
、
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た
観
光

を
推
進
し
、
産
業
振
興
・
雇
用
拡
大

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

上
富
良
野
町
独
自
の
学
力
増
進
策

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

総
合
計
画
審
議
会
で
は「
第
５
次
総
合

計
画
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
策
定
し
た

「
第
５
次
総
合
計
画
基
本
計
画
」に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
こ
の
計
画
を
「
適
と
す

る
」
審
議
結
果
と
と
も
に
、
意
見
を
沿
え

て
答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
町
で
は
平
成　

年
度

２１

か
ら
、
第
５
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１１月１８日 町長へ答申書提出１１月１８日　町長へ答申書提出

意
見
２

意
見
３

意
見
１

意
見
２

て
い
く
と
と
も
に
、
ま
だ
残
る
課
題

や
新
た
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
も
、
こ
の
地
道
な
特
色
づ
く
り

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う

各
学
校
の
努
力
を
促
し
支
援
を
し
て

い
く
考
え
で
す
。　



　先月号の朝倉さんからめぐって、松下さんに
お逢いしました。
『朝倉さんは職場の上司になります。今年の秋
から、同僚に誘われて、釣りを始めました。初
めての釣りでは鮭を１匹釣りましたが、残念な
がらオス…。次に行きたいのはシシャモ釣りで
す。カラオケが好きで、週に１回は妻や同僚と
行っています。ＥＸＩＬＥ（エグザイル）の曲が
好きで、よく歌います。ビリヤードも３～４年
前からやっています。これは、入ったお店で何
気なくやっているうちに、はまりました。大会
に出るとか、そういうレベルではないですが、
好きなので、月１回くらいのペースで続いてい
ます。スポーツは小・中学校と野球をやってい
ましたが、今はもっぱら観るだけ。またやって
みたいという気持ちはあるんですけど…。』

 松 下   
まつした

 孝 志   さん
こ う じ

昭和５７年生まれ
大町２丁目
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伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

大文字の点火人を募集します
　年越し恒例のイベント
「北の大文字」を日の出公
園で行います。
上富良野神社で採火した
御神火を「大」の文字に点
火すると、新年の幕開け
です。
　大文字の点火に参加していただける方を募集します。

日　時　１２月３１日（火）　２３時３０分
場　所　日の出公園
問合せ　北の大文字運営委員会
　　　　（事務局　上富良野町商工会内　��2191）

※今回、神社からのリレーは行いません。
※日の出公園の駐車場は台数に限りがあります。徒歩で
　の来場にご協力ください。

第２２回「北の大文字」

上上富富良良野野町町
食食育育推推進進計計画画

食 育　　本の食文化と食事マナーについて、家庭から
次世代に伝えていくことが大切です。食べ物への
感謝の気持ち、食べ物を粗末にせず、食べ物をつ
くり恩恵を与えてくれる自然と人との関わりを大
切にすることの一端に食事のあいさつがありま
す。

『食べ物へ感謝の気持ち』を大切に『食べ物へ感謝の気持ち』を大切に
育育 推推食食 進進のの

日

　　育推進の一環として、上富良野小学校・西小学校で、保護者の方を対象に、食事の
マナーについて講話を行いました。「いただきます」「ごちそうさま」「もったいない」の
言葉の意味について考えることから、食べ事への感謝の気持ちを持つことや、ひとつの
物ばかり食べる「ばっかり食べ」ではなくいろいろな食べ物を食べることの重要さが考
えられます。学校だけでなく家庭においても、普段何気なく使っている「いただきます」
「ごちそうさま」「もったいない」の意味を改めて考えてほしいと思います。

問合せ　給食センター　��3829

１日の摂取目標量「350　１日の摂取目標量「350��」は１日当たり大人の野菜の摂取量です。子ど」は１日当たり大人の野菜の摂取量です。子ど
もの食事は大人の食事から。大人に野菜を食べる習慣があれば、子どもたもの食事は大人の食事から。大人に野菜を食べる習慣があれば、子どもた
ちにも野菜を食べる習慣を身につけさせることにつながります。大人が野ちにも野菜を食べる習慣を身につけさせることにつながります。大人が野
菜を食べることは、家庭でできる食育の１つです。菜を食べることは、家庭でできる食育の１つです。

～子どもの食事は大人の食事から～～子どもの食事は大人の食事から～

当日参加
大歓迎！

食



た、大陸から冷たい季節風が日本海を渡るとき、暖かい日本海

上で筋状の雲が発生して日本海側に雪を降ら

せます。「西高東低の冬型の気圧配置」は何日

も続くことが多く、雪かきで体のふしぶしが

痛くなる気圧配置でもあります。

ま

町へ
◎小松美也子さんから、福祉に役立てて
　くださいと、２万円を

◎長谷部元雄さん（千葉県柏市）から、ラ
　ベンダーを核としたまちづくりに役立
　ててくださいと、1万5千円を、農業振興
　に役立ててくださいと、1万5千円を

◎健名康則さんから、父・健名 さんの死
　去に際して、ラベンダーを核としたま
　ちづくりに役立ててくださいと、20万
　円を

ラベンダーハイツへ
◎JAふらの上富良野支所女性部から、箱
　ティッシュペーパー２５箱、タオル７７枚
　を

◎上富良野駐屯地曹友会から、箱ティッ
　シュペーパー６５箱を

◎村上幸保さんから、キャベツ１００�、白
　菜150�、かぶ10�を

社会福祉協議会へ
◎村上登志子さんから、夫・五郎さんの死
　去に際して、10万円を

◎一色一さんから、妻・サクさんの死去に
　際して、３万円を

◎萩原三淑さん（美唄市）から、父・古内秀
　一さんの死去に際して、３万円を

◎五十嵐順美さんから、母・トシ子さんの
　死去に際して、５万円を

◎上富良野町技能会から、福祉に役立て
　てくださいと、２,０２９円を

◎神三重子さんから、夫・貞夫さんの死去
　に際して、２万円を

広報かみふらの ２００８.１２  �

６５歳になったときの介護保険料
　６５歳になった月からは、介護
保険第１号被保険者となり介
護保険料は前年所得に応じて
決定され、町に直接納めること
になっています。
　支払い方法は、原則年金からの天引きです
が、６５歳になった年度については、町が発行す
る納付書での納付となります。

問合せ　保健福祉課介護保険班��６９８７

介介 護護 保保 険ワン
ポイント

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

� 「西高東低」

になると「西高東低」という言葉をよく聞きますが、これは日

本列島の西側の大陸に高気圧、東側に低気圧がある「西高東低の冬型

の気圧配置」のことをいっています。この気圧配置になると大陸の

高気圧から冷たい北西の季節風が吹きます。高気圧と低気圧の気圧

差が大きく、等圧線の間隔が狭いほど季節風が強く、上空の寒気も

南下してきます。

冬

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーラララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム十勝岳火山防災フォーラム

　北海道火山防災サミット主催の『十勝岳火山防災フォーラム』を

次の日程で開催します。防災に対しての情報などを共有することを

目的に実施しますので、ぜひご参加ください。

日程　平成２１年１月２３日（金）～２４日（土）

場所　プラザトミヤマ

プログラム

◎１日目～全体会議

　①オープニング

　②機関の取組報告

　③パネルディスカッション～新たな情報噴火警報をどう活かす～

◎２日目～十勝岳の現状を考え、今後の取り組みを考える場

　①記念講演

　②招待講演

　③十勝岳１９９８年噴火から２０年シンポジウム

　④サミット宣言

問合せ　総務課総務班　��6400

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北 海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海 道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道 火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火 山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山 防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防 災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災 サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササ ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト 22222222222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000088888888888888888888888888888888888888888北海道火山防災サミット 2008ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｉｎ 十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十 勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝 岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳十勝岳

旭川地方気象台ホームページアドレス
http://www.sapporo-jma.go.jp/asahikawa.html
問合せ　　旭川地方気象台防災業務課�０１６６�７１０２

ぜ、冬にこのような気圧配置となるのでしょうか。冬の大陸は

冷やされ、空気が重くなり高気圧が形成されます。一方、海洋は大

陸に比べてかなり暖かいので、日本列島付近を通過した低気圧が発

達しやすいため日本付近は等圧線が縦縞模様になります。

な
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■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記
■この１か月は、寝る前に「しょうが
湯」を飲んでいます。冷え性なので、
冷えにいいと聞けば、一応何でも試
したくなって。寒くなるこれからの
季節が一番苦手です。皆さんはイン
フルエンザの予防接種は受けました
か？風邪などひかず、穏やかでいい
年を迎えられますように。（床鍋）

■いよいよ本格的な冬が到来しまし
た。見事に風邪をひきこみ、何日か
寝込みました。楽しみにしていた
フットサルもお休みしなければなら
ず…。こうなったとき、やりたいこ
とができないのが一番辛いです。風
邪をひかないよう、病気の予防に努
めていきたいと思います。（座間）

●人のうごき●
平成２０年１１月３０日現在

(　)は前月比

(－１５)12,１９４人人口
(－９)６,１６３人男
(－６)６,０３１人女
(－５)5,３５８世帯世帯

１１月２１日　栄町住民会木彫教室

西
保
育
園

『お遊戯会の絵』

お遊戯会で自分が一番楽し
かった絵をかきました。お友
達一人ひとりをとっても上手
にかけていますね。（伊藤先生）

 野 口   
の ぐ ち

 明日美  ちゃん
あ す み

（平成１４年生まれ・西１２線北３５号）

お 遊 戯「Choo Choo Train」
を、衣装の特徴をつかみ、細か
く上手にかいてくれました。
一人ひとり良い表情でかけて
いますね。（塩飽先生）

 菊 池   海 吏
き く ち

      くん
か い り

（平成１４年生まれ・東２線北２７号）

『お遊戯会の絵』

　友浩は、バレーボールやバスケな
ど、ボール遊びが大好き。柊弥はお
兄ちゃんが大好きで、お兄ちゃんの
まねばかりしています。２人とも元
気でやさしい子になってね�

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

　プリキュアが大好きでビデオに
撮って何回も見ています。おもちゃ
で遊んだり、家族で行く公園のすべ
り台で遊んだり、とにかく遊ぶこと
が大好き。やさしい子に育ってね�

 栄さん・みどりさんの子（栄町２丁目）

正将さん・愛美さんの子（宮町１丁目）

 佐 藤  友 浩     く
ん ・ 柊 弥     く

ん

さ と う  と も ひ ろ  し ゅ う や

（5歳7か月・2歳1か月）

 大   坪    彩 奈     ちゃん

おお  つ ぼ  あ や な

（3歳2か月）



まなびの輪 ２００8．1２  �

上富良野町図書館

ふふれれんんどど通通信信
開館　9時30分～18時（月曜日・祝日は休館）　問合せ　��3158

1月1日～2月28日1月1日～2月28日

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー読書カレンダー

 図書館巡回読み聞かせ会（5施設）1/6～28

 巡回移動図書（6施設）9～30

 図書館映画会 10：30土10

 ブックスタート水28

 図書館読み聞かせ会土31

 図書館巡回読み聞かせ会（5施設）2/3～25

 巡回移動図書（6施設）5～27

 ブックスタート水25

 図書館読み聞かせ会土28

～新刊書案内～
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言
葉

を
返
す
と
、
ま
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
方
か
ら

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
お
礼
の
言
葉

が
あ
り
、
私
が
返
す
と
、
ま
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
方
か
ら
、
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
は
き
り
が
な
い
と
考
え
、
私
の
方
か

ら
ひ
い
た
の
で
す
が
、
帰
り
道
、
や
は
り
「
あ

り
が
と
う
」
を
先
に
、
そ
し
て
多
く
言
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
は
、
私
だ
っ
た
の
で
は

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、
感
謝
の

心
と
と
も
に
「
あ
り
が
と
う
」
を
先
に
言
う
こ

と
、「
あ
り
が
と
う
」を
一
回
多
く
言
う
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ホームページ   http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp/hp/09kyosin/0920shakyo/furendo.htm

一 般 書一　般　書
・粗茶を一服　
・大奥二人道成寺
・イノセント・ゲリラの祝祭
・とんび
・モニタールーム
・元職員
・賭けた恋（上・下）
・P.S.アイラヴユー
・楊令伝７　驍騰の章
・独り祝言　鎌倉河岸捕物控13

山本　一力
杉本　章子
海堂　尊
重松　清
山田　悠介
吉田　修一
ナナセ
セシリア・アハーン
北方　謙三
佐伯　泰英

児 童 書児　童　書

※その他の新刊情報は、図書館「ふれんど」　
　ホームページでご確認ください。

・ひとりぼっちのアヒル
・洗い屋お姫捕物帳
・いじわる★おばけにんぎょう
・プーさんをさかせ　
・生徒が生徒を募集中！？
・鈴サンタのいちねんトナカイのいちねん
・ゆきだるまのあたま
・だくんちゃんのはじめてのがっこう
・くれよんのはなし
・クリスマスのおおしごと

童心社
国土社
ポプラ社
講談社
ポプラ社
ひさかたチャイルド
金の星社
ペンギン社
ほるぷ出版
教育画劇

第33回読書感想文・感想画コンクール結果！
　読書感想文・感想画コンクールには、感想文205作品・感想画347作品、
計552作品の応募があり、10月29日・30日に審査会を行った結果、次の
とおり受賞作品が決定しました。  

小学1年生 佳作賞 倉谷　悠立 
小学2年生 秀作賞 荻野　七海 
　　　　   佳作賞 平沢　摩阿椰
小学3年生 優秀賞 鈴木　　絵
                秀作賞 會田　サキ 
                秀作賞 松山　亮太 
                佳作賞 高橋　茉美
                佳作賞 小西　乃彩
小学4年生 優秀賞 永山　陽葉里
                秀作賞 神田　周汰
                秀作賞 佐藤　雪乃
                佳作賞 佐藤　　楓 
                佳作賞 海老原　亜紀
小学5年生 優秀賞 守田　麻衣 
                秀作賞 川瀬　可純
                秀作賞 金田　志穂 
                佳作賞 後藤　夏海
                佳作賞 片平　達也 
小学6年生 優秀賞 長田　柊也
                秀作賞 佐々木　友花
                秀作賞 村川　聖人
                佳作賞 本城　慶弥 
                佳作賞 深田　夏希 
中学1年生 優秀賞 窪　   朱音 
                秀作賞 吉田　咲妃
                秀作賞 松浦　弘法
                佳作賞 熊谷　季代里
                佳作賞 杉本　貴史
中学2年生 優秀賞 川島　育恵
                秀作賞 谷口　有里沙
                秀作賞 戸田　耕陽 
                佳作賞 小松　和暉
                佳作賞 清野　詩絵莉
中学3年生 優秀賞 内村  　 綾
                秀作賞 陣内　絹衣
                秀作賞 北川　由莉奈
                佳作賞 樺　　秀紀
                佳作賞 谷口　愛奈
一般の部   優秀賞 吉田　和美

読書感想文 読書感想画
小学1年生 金賞 會田　義敬
                銀賞 高木　美那
                銀賞 西村　紫苑
                銅賞 小野寺　莉乃
                銅賞 細川　佳樹 
小学2年生 金賞 小倉　紅葉
                銀賞 遠藤　大翔
                銀賞 甘利　拓透
                銅賞 蛇岩　沙紀
                銅賞 林　　涼弥
小学3年生 金賞 荒　　侑汰
                銀賞 宮古　朱理
                銀賞 春名　勇輝
                銅賞 小玉　彩友里
                銅賞 林　　莉帆
小学4年生 金賞 廣川　和果
                銀賞 佐藤　雪乃
                銀賞 浦波　恵介
                銅賞 鎌田　妃比乃
                銅賞 村上　由夏
小学5年生 金賞 前濱　瑚白
                銀賞 梅澤　龍太
小学6年生 金賞 中田　理沙
                銀賞 鎌田　楓芽
                銀賞 深田　夏希
                銅賞 佐々木　友花
                銅賞 谷　　悠太郎
中学1年生 銀賞 熊谷　季代里
中学2年生 銅賞 佐々木　瑞穂
中学3年生 金賞 小柴　裕美子

読書感想画の部　作品「雪わたり」
小学4年生　金賞　廣川　和果（西小）

（江幌小）
（江幌小）
（江幌小）
（西小）
（江幌小）
（西小）
（上小）
（江幌小）
（西小）
（上小）
（西小）
（上小）
（上小）
（西小）
（西小）
（西小）
（西小）
（西小）
（上小）
（江幌小）
（上小）
（上小）
（西小）
（上中）
（上中）
（上中）
（東中中）
（東中中）
（上中）
（東中中）
（上中）
（東中中）
（上中）
（東中中）
（上中）
（東中中）
（上中）
（上中）
（南町３)

（江幌小）
（西小）
（西小）
（西小）
（西小）
（西小）
（上小）
（西小）
（上小）
（上小）
（西小）
（西小）
（江幌小）
（上小）
（上小）
（西小）
（西小）
（西小）
（江幌小）
（西小）
（上小）
（江幌小）
（上小）
（江幌小）
（西小）
（江幌小）
（上小）
（東中中）
（上中）
（東中中）
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生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター
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町民芸術劇場鑑賞
　津軽三味線や和太鼓による邦楽の伝
統曲からオリジナル曲まで、演奏を楽
しんでみませんか。

日　時　平成21年１月11日（日）
　　　　開場 １８時　開演 １８時30分
会　場　保健福祉総合センターかみん
　　　　多目的ホール
公演名　「津軽三味線・和太鼓コンサート」
　　　　木村　善幸　氏
鑑賞料　３歳未満　　    無料
　　　　３歳～高校生  100円　
　　　　成人（学生等）  500円
※チケットは、社会教育総合センター
　及び公民館で取り扱っています。
主　催　町民芸術劇場実行委員会
　　　　（教育振興課社会教育班）

１月1日～２月２８日１月1日～２月２８日参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー

�社  … 社会教育総合センター　　
�か  … 保健福祉総合センターかみん

�か 　成人式日日1/11

�か 　町民芸術劇場鑑賞日日11

�社 　住民会対抗ソフトミニバレーボール大会日日25

�社 　かみふらの雪合戦大会日日2/ 1

�社 　スポーツフェスタ（フロアーカーリング）日日22

ななななななななななががががががががががななななななななななわわわわわわわわわわととととととととととびびびびびびびびびび・・・・・・・・・・ダダダダダダダダダダブブブブブブブブブブながなわとび・ダブルルルルルルルルルルダダダダダダダダダダッッッッッッッッッッチチチチチチチチチチルダッチ大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会
　１１月１６日（日）社会教育総合センター武道館で、かみふら
のながなわとび・ダブルダッチ大会が行われました。
　今年は大人と子どもがお互い対抗心を燃やせるよう年齢
区分をなくし、ながなわとびの部には大人１チームを含め
た８チーム、ダブルダッチの部には１３名の子どもが出場し
ました。
　ながなわとびの部では、99回を跳んだ大人のチームに
２倍近く差をつけて、子どもたちのチームが大会新記録の

　 182回で優勝を飾りました。

　藤澤　怜央さん（上小２年生　写真左）
　ダブルダッチは難しいのでたくさん練習しました。
優勝できてうれしいです。まだまだ記録をめざしてが
んばりたいです。
　　　　　　　小田島　廉さん（上小４年生　写真右）
去年より記録が伸びて優勝できたのでうれしかったで
す。来年もまた同じチームで優勝をねらいたいです。

　また、今年から新たに加わった、１分間に２本の縄を交互
に跳び、その回数を競うダブルダッチの部では、156回跳ん
だ藤澤怜央さんが優勝しました。
　ながなわとびの部優勝の上小放課後Ａチームを代表して小
田島廉さんと、ダブルダッチの部優勝の藤澤怜央さんにお話
を聞きました。

　１１月１６日（日）富良野市総合保健センターで、富良野沿
線の教育委員会で組織している富良野地区広域教育圏振
興協議会主催の人づくり研修事業「親学のすすめ」が約１００
名の親子や中・高生の参加により開催されました。親と子
がともにいきいきと育ち、心から喜びや幸せが味わえる
ように「親学（おやがく）」をテーマに行われました。講師
に旭川市保育所地域子育て支援センター所長の中山美知
子氏を招き、講演では、子育て中のお母さんへ「子育てを
しながら親を学ぶもので子どもの成長とともに親になる。子育ては自分ひとりでできるも
のではない。」というメッセージを送っていました。また、これから親になる中・高生に読
み聞かせ講習と託児会場での保育体験を行い、読み聞かせを子ども富貴堂の福田洋子氏と

ものがたり文化の会の大西邑子氏を招き行われました。大西氏から
「とても上手に読んでいる。後は、本に引き込んであげるようにす
ることと子どもの目線や聞きやすいスピードで読むことをこころが
けるように」とアドバイスがありました。
　参加した牛島由樹さん（南町２丁目）にお話を聞きました。
「子どもの反抗期のことで悩みがあったのですが、分散会の話し合い
で、先輩お母さんにアドバイスをいただき、子どもの成長の喜びと思っ
て接したら良いと教えてもらいました。このようにお母さん同士で話
ができる場がとても良かったので、次の機会も参加したいです。」

人人人人人人人人人人づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業「「「「「「「「「「親親親親親親親親親親学学学学学学学学学学ののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすめめめめめめめめめめ」」」」」」」」」」開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催人づくり研修事業「親学のすすめ」開催

もちつき交流会
　日本伝統文化である杵と臼による
「もちつき体験」や「しめ縄づくり体
験」を行いますので、親子でぜひお越し
ください。

日　時　12月27日（土）　９時
会　場　社会教育総合センター
対　象　町内の小学生（親子）
参加料　無　料
内　容　もちつき体験（杵と臼）
　　　　あんこもち、豆もちなどを
　　　　作っての試食会
　　　　しめ縄作り体験
持ち物　エプロン、ハンカチ、上靴
問合せ　社会教育総合センター
　　　　��５５１１
主　催　上富良野町子ども会育成協議会
後　援　教育委員会

※１２/２４～１２/３０まで、社会教育総合センターアリーナ　
はワックス掛けのため利用できなくなります。

※１２/３１～１/５まで、社会教育総合センターは、閉館　
です。
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かみふらの生涯学習だより

　11月１～３日の３日間、第45回総合文化祭が社会教育総合センター等で開催されました。
　総合展示には、文化連盟加盟団体の作品や菊花盆栽、町民作品、幼稚園・保育園等や小・中・高校生、高齢者団
体の作品、ラベンダーフォトコンテスト等の作品が多数出展されました。出展作品の中には、高さ・幅とも２mを
超える大作もあり、日頃の活動や学習の発表の場として、来場者の方々にゆっくり鑑賞していただきました。
　期間中、芸能鑑賞として、文化連盟の芸能発表、音楽愛好者による小さな音楽会や合唱・吹奏楽・伝統芸能の発
表の場となっている町民コンサートが開催され、多くの町民の皆さんに堪能していただきました。
　また、総合文化祭特別事業として開催した北海道舞台塾ふらのそらち事業「富良野塾ＯＢユニット公演」は、演
劇を通じて、現代社会を生きる人々を泣き笑いありの人生道をかみん多目的ホール満席の中で鑑賞していただきま
した。
　町表彰式では、上川支庁地区大会「少年の主張」に当町代表として出場された北川由莉奈さん（東中中３年生）か
ら「親しめる方言」という題目で、北海道や各地方で使われている言葉の歴史について発表していただき、例年開
催している体験コーナー（町民茶会、七宝焼き、書道体験や子ども映画会・体験チャレンジ）、フリーマーケットに
は、準備から人が集まり終始賑わっていました。
　今年度文化連盟会長に就任された安西英雄さん（東町３丁目）から、文化祭を終えての感想を聞きました。　

第45回総合文化祭開催第45回総合文化祭開催　
延べ3,257名来場　　　　　　　延べ3,257名来場

　「各団体・関係機関の皆様のご協力により、総合文化祭を無事終了することができました。
文化祭の開催期間は３日間ですが、作品づくりや練習等は１年を通して準備していただいて
います。この機会に文化・芸術に親しんでいただき、小さなお子さんから高齢者の方々にぜひ
足を運んでいただけるよう、来年度に向けて取り組んでいきたいと思います。」

まなびの輪 ２００8．1２ 




